
入札結果のお知らせ（総合評価落札方式）
開札結果（総合評価落札方式：施工能力評価型）

（注）①②③④は小数点第3位まで表記しています。（第4位以降は非表示）

工事名 浜ポンプ場雨水ポンプ設備№３雨水ポンプ改築工事

設計課名 下水道部　下水ポンプ施設課

所　属 西宮市　浜町

予定価格 281,608,000 28,160,800 309,768,800

調査基準価格 249,457,000 24,945,700 274,402,700

入札執行日 令和３年９月10日

その他 総合評価落札方式適用案件、低入札価格調査制度適用案件
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株式会社　電業社機械製作所
大阪支店

3.000 103.000 255,000,000 40.392

0.5 1.0 4.000

クボタ機工　株式会社　大阪
支店

2.100 102.100 234,000,000 43.633 ○ 1位
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0.0

3
クボタ機工　株式会社　大阪
支店
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株式会社　電業社機械製作所
大阪支店

0.5 0.3 0.2

落札 ○



低入札価格調査の実施概要 
 

工 事 名 浜ポンプ場雨水ポンプ設備No.3雨水ポンプ改築工事 

調査対象者 クボタ機工株式会社 大阪支店 

企業所在地 兵庫県尼崎市浜1丁目1番1号 
 

項 目 内 容 
１．その価格により入札した理由 
 
 
 
 
 
 
 

（理由書の概要） 
・立軸斜流ポンプは、主力製品であり、全国規模での納入実績を活かすことで 

最大限のコスト圧縮を図ることが出来る。 
・同一敷地内に設計・製造・工程管理・品質管理部門を構えているため、社内 

効率が図れ、工場間接費を低減することが出来る。 
・据付間接費、設計技術費、一般管理費等については、社内の年間費用からプ 

ラント案件として通常ベースで配賦計上を行った。 
・今回の下請予定業者は兵庫県内業者であり、経費の低減が見込める。また、 
過去の取引実績からも見積の協力を得ることが出来た。 

２．積算内訳書及び積算内訳に対す

る明細書 
金抜き設計書に対応した積算内訳書及び明細書等の提出が有り、入札価格

（工事内訳明細書）と相応する金額で、契約対象工事の施工にあたって必要

となる全ての費用が計上されていた。 
また、下請予定業者、資材購入先等の見積書が添付され、計数的にもその

内容が積算内訳書及び明細書等に反映されていた。 
３．配置予定技術者名簿 添付資料により、入札公告で定めた条件（資格・雇用関係）を満たす事が

確認できた。 
４．建設副産物の搬出先 発生する全ての建設副産物（コンクリートガラ等）について、搬出予定先

の見積書等が添付され、適正な処理費用が計上されていた。 
５．上記１から４までの内容につい

ての調査検討 
・積算内訳書及び明細書等に違算、遺漏は認められず、適切に工事内容の把

握が行われていると判断出来た。 
・下請予定業者とは、長年の取引実績が有り、下請予定額についても打合せ

済みであり、工事の施工に支障がないと判断出来た。 
・工事価格は､発注者積算額と比べ低く見積られているが、企業努力によるコ

ストダウンの範囲内であると判断出来る。 
・建設副産物の処理費用は適正に計上されており、搬出先や処理体制につい

ても支障ないと判断出来た。 
６．契約の適否に関する判定結果 ・調査対象者の応札額、提出された資料等の内容を調査検討した結果、西宮

市上下水道局建設工事請負契約に係る低入札価格調査取扱要領第１１条第

２項各号に掲げる失格又は履行不可能のおそれがあるとする判断基準のい

ずれにも該当せず、調査対象者の価格によっても当該契約の内容に適合し

た履行が可能であると認める。 
 


